
with 

��������
������������

��������	
������������	
������

　　　　　奈良隆正氏
１９６２年日立製作所入社。ソフト
ウェア開発事業部門、情報シス
テム構築部門および関連会社で
ソフトウェアの品質保証、ソフ
トウェアテスト、ＳＰＩ、ＰＭ普
及などに従事、2007年NARAコ
ンサルティングを立ち上げ、ソ
フトウェア開発のコンサルタン
ト業務を展開している。
筆者注：奈良氏の写真はどこを
探しても適当なものがない。考
えてみると、奈良氏は筆者のす
ぐ近くに座っていることが多か
った。灯台の元暗しで、やむを
得ず集合写真の片隅に写ってい
たのを拡大した。というわけで
画像の荒れはご容赦。

�いきなりで恐縮ですが、中国につい

ては素人なものですから。「華之櫻」は何

と読むんですか？
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�ファーズィイン。
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�華之櫻というのは地名から付けたん

ですか、それとも日本的な感覚で付けた

んですか。

□□�

�������	
�

湯本　��������	
��
���

�������	
��
�
����

�������	
��
������

��������	
��
�����

�������	
��
������

�������	
��
������

�������	�
��
�����

��������	�
��
����

��������

�あとは「龍」とか？
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�ああ、それで「華」。
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�主なお仕事というのはどんな内容な

んでですか。ソフト開発というのは分か

るんですが、でもビジネスアプリケーシ

ョン系、通信制御系、組込系と様ざまあ

りますんで。
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※ＩＴ記者会は会員制による意見交換の場とし
てＳＮＳ「Y－ GAYA」を提供しています。参
加条件は〈年会費を納めていただいた個人会員〉
となっています。
※ＩＣＴ企業の経営に資する情報の収集と提供、
若手記者の育成などＩＴ記者会の活動を支援し
ていただける会員を募集しています。支援費
（年会費）は法人６万円、個人１万円、基金拠
出は法人１口50万円、個人１口５万円となって
います。詳しくは事務局にお問い合わせ下さい。

【発　行】一般社団法人ＩＴ記者会
【編　集】佃　均

【編集オフィス】
東京都港区西新橋 1 － 13 －５
長井ビル２階　〒 105-0003
� 03 － 3519 － 6030
� 03 － 3519 － 6031

URL http://www.itkisyakai.jp
e-mail：y-gaya@itkisyakai.jp

※２０１０年９月３日に移転しました。
　

月２回発行（不定期）

年間購読料
法人会員　￥31,500－
個人会員　￥15,750－
非会員　　￥94,500－
（消費税送料込み）

　　　　９月 20日現在の記者会
メーリングリストの登録：1,444 人

ＩＴ図書館の蔵書：1,283 冊

※事務所移転に伴い 1989 年以前の資料
および単行本は倉庫に保管しました。現
在、常時閲覧が可能なのは１９９０年以後の
報告書・白書・台帳など約 400 冊となっ
ています。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　ＩＴ記者会はオープンソース・
　　　　　　ソフトウェアのデスクトップ・
　　　　　　スィート「Ｏｐｅｎ　Ｏｆｆｉｃｅ.ｏｒｇ」
　　　　　　の利用領域を拡大する運動に協
　　　　　　賛しています。左のマークはＮ
ＰＯ法人オープンソース・ソフトウェア協会
（ＯＳＳＡＪ）が 2007 年 10 月に作成したもの
で , 電子文書交換用共通ファイル・フォーマ
ットの国際標準規格「ＯＤＦ」を採用してい
ることを示します。
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▼
す
っ
た
も
ん
だ
の
挙
句
、
民
主
党
の
代
表
に
菅
直

人
氏
が
選
ば
れ
た
。
得
票
は
菅
氏
七
二
一
、
小
沢
氏

四
九
一
だ
っ
た
が
、
国
会
議
員
票
は
わ
ず
か　

票
差

１２

だ
っ
た
。
民
意
と
永
田
町
の
ズ
レ
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
一
政
党
の
代
表
選
び
だ
が
、
事
実
上
の
首
相
選

び
で
あ
る
。
こ
の
国
に
常
に
つ
き
ま
と
う
閉
塞
感
は
、

国
民
が
首
相
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
内
閣
首
班
指

名
制
度
と
間
接
民
主
主
義
に
あ
る
よ
う
で
、
民
主
党

に
は
そ
う
い
っ
た
固
定
的
な
枠
組
み
を
改
革
し
て
ほ

し
い
の
だ
が
、
つ
い
３
か
月
前
、
政
治
と
金
の
問
題

で
辞
任
し
た
鳩
山
さ
ん
と
小
沢
さ
ん
が
陰
に
陽
に
党

内
を
か
き
回
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
旧
と
ど
う
違
う

の
か
、
有
権
者
に
は
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
▼
か
て

て
く
わ
え
て
１
年
生
議
員
が
右
往
左
往
す
る
様
子
が

テ
レ
ビ
で
流
れ
る
た
び
に
思
う
の
は
、
見
識
も
主
張

も
な
い
人
を
国
会
議
員
に
し
て
し
ま
っ
た
有
権
者
の

見
識
だ
。
小
学
生
の
学
芸
会
を
見
て
い
る
よ
う
で
心

も
と
な
い
と
他
人
事
の
よ
う
に
い
う
の
は
簡
単
だ
が
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
有
権
者
が
学
芸
会
レ
ベ
ル
と
い
う
証

拠
で
は
な
い
か
。
心
も
と
な
か
ろ
う
と
言
い
方
が
気

に
食
わ
な
か
ろ
う
と
、
円
高
が
雇
用
状
況
を
さ
ら
に

悪
化
さ
せ
、
社
会
保
障
の
将
来
に
展
望
が
開
け
な
い

ま
ま
政
治
の
空
白
が
続
け
ば
、
日
本
沈
没
と
な
り
か

ね
な
い
。
こ
の
国
際
的
な
地
位
が
ど
ん
ど
ん
低
下
し

て
い
る
さ
な
か
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
３
年
間
で
４
度

目
の
首
相
交
代
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
こ
と
を
可
と
し

よ
う
▼
菅
内
閣
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
な
為
替
介
入
で
円
独

歩
高
に
歯
止
め
を
か
け
、
副
大
臣
と
政
務
官
を
一
新

し
て
平
成
二
十
三
年
度
予
算
の
審
議
に
入
る
。
議
員

た
ち
が
Ｉ
Ｔ
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
を

嘆
く
の
は
止
め
に
し
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
難
し
い
こ

と
を
理
解
で
き
る
頭
脳
は
持
っ
て
い
な
い
の
だ
、
と

諦
め
よ
う
。
そ
れ
よ
り
前
に
、
も
う
一
度
、
日
本
国

憲
法
を
熟
読
し
て
ほ
し
い
。
高
校
生
に
小
学
校
一
年

生
の
授
業
を
受
け
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
が
、
国
会

議
員
と
は
何
た
る
か
を
認
識
し
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
日
本
国
憲
法
が
か
か
げ
る
理
想
―
―
国
と
し

て
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、
等
し
く

健
康
的
で
文
化
的
な
生
活
を
送
る
権
利
を
保
証
す
る

―
―
の
実
現
に
邁
進
す
る
。
議
員
バ
ッ
ジ
を
着
け
る

と
き
こ
の
こ
と
を
宣
誓
さ
せ
、
国
会
の
開
会
式
で
全

員
起
立
し
て
憲
法
前
文
を
声
に
出
し
て
読
む
よ
う
な

こ
と
を
さ
せ
た
ほ
う
が
い
い
▼
中
国
ネ
タ
が
続
い
て

恐
縮
だ
が
、
中
国
で
は
「
適
材
適
所
」
と
は
言
わ
ず
、

「
適
所
適
材
」
と
言
う
。
組
織
が
あ
っ
て
機
能
が
あ

る
の
で
な
く
、
機
能
が
必
要
だ
か
ら
組
織
を
作
る
と

い
う
発
想
と
相
通
じ
る
。
人
が
い
る
か
ら
ポ
ス
ト
を

用
意
す
る
の
で
は
な
い
。
必
要
な
機
能
と
し
て
適
材

を
配
置
す
る
。
人
と
い
え
ど
も
組
織
と
し
て
行
動
す

る
の
だ
か
ら
機
関
と
し
て
機
能
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
人
を
機
械
の
歯
車
の
よ
う
に
扱
う
の
か
、
と

反
論
す
る
向
き
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
考
え

方
が
あ
っ
て
も
い
い
。
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　ＳＥＡ中国フォーラムの前日（７月 21 日）、上海虹橋空港からホテルに到
着した筆者を待ち受けていたのは、ＮＡＲＡコンサルタント代表の奈良隆正
氏だった。「これから知り合いがやっているソフト会社に行こう」という。
地元ＩＴ企業を取材できるのは当方の望むところ。「一緒に行って日中オフ
ショア開発の課題を引き出してほしい」というのだが、筆者の希望に配慮し
てくれたのは明らかだ。地縁・人縁のない未知の土地で、こういう協力をい
ただけるのは本当にありがたい。上海華之櫻信息系統有限公司の湯本康夫氏
に上海でのオフショア開発事情を聞いた。
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�～�　記者会インタビュー�

　　上海華之櫻信息系統有限公司董事

　　湯本康夫氏
�　旅の余録 in China ③
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�　ＰＡＮＴＡ　Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｌｉｖｅ　ｉｎ　Ｗｕｘｉ

�　ＳＥＡ中国ツアー写真集
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上海華之櫻信息系統有限公司
　董　事

　湯本康夫氏
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�
と　き：2010 年７月 21 日
場　所：上海華之櫻信息系
　　　　統有限公司本社
聞き手：佃　均（写真も）

ｈｔｔｐ���ｗｗｗ�ｓｈａｎｇｈａｉ‐ｓａｋｕｒａ�ｃｏｍ�ｉｎ
ｄｅｘ＿ｊｐ�ｈｔｍｌ
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　　※取材に訪れたのは７月 22 日。

�じゃわたしは、新生ファーズィンになって初めて

やって来たメディア関係者ということですか。
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�それだとどうしても表向きのコメントになって、

実態がなかなか伝わらない。ところで日立の 100％子

会社になる前はどんな会社だったんですか？
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�建て直しというわけですね？
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�じゃあこれで安泰じゃないですか。
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�日立ソフトの子会社とかですか？
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�そういえば日立製作所は本社のコンピュータ事業

部門、通信機器部門、制御機器部門などが個別にソフ

ト子会社を持っていますよね。あ、それから工場ごと

に設立されたソフト子会社もあるし、買収した会社も

ある。
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�むかし日本ビジネスコンサルタント（ＮＢＣ）と

いっていた情報処理サービス会社が現在の日立情報シ

ステムズですよ。

奈良�������	
��
�����������

�������	
	��
�����������

�������	
��
��������
���

��������	
��
�����������

�������	
���
�����������

�������	
��
��������

�上海にある本社直系のＩＴ関連４社が形のうえだ

けでも１つになれば、従業員 1,000 人規模のＩＴ企業

になるでしょう？
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�日本からオフショア開発を受注している段階はい

いと思うんですよ。ただこれから中国の市場が拡大し

て、間違いなく地元企業のＩＴ化ニーズが顕在化しま

すよね。そのときバラバラでいいんですか？
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�融通が利かないもんですね。
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�先ほど、従業員は 150 人とおっしゃっていました。

規模としてはどうですか。もっと人がほしいのか、現

状ではこんなものなのか。
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�となると外注で対応しているんですか？
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�派遣を受け入れたほうが柔軟性があっていいとい

う考え方もあるでしょう。
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�聞くところによると、まず上海の会社が日本やア

メリカからオフショア開発案件を受注して、それを地

方都市のソフト会社に再発注する。日本の多重下請け

構造を日系企業が輸出しているようなところがあるん

じゃないかと思うんですが。
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�そういう会社は何社ぐらい？
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�それでも日立系の会社となれば、ウチを使ってく

れという売込みが多いんじゃないですか？

湯本��������	
��	
�����
����

��������	
��
�����������

�������	�
��
���������
�

�������	
���
���

�潜水艦みたいな会社だな（笑）。
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�中国国内の拠点展開は、ゴルフに喩えるとパター

で刻んでいくんですか、それともドライバーで 200 ヤ

ードをねらうんですか。
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� 150人の社員のうち、いちばん遠くの出身者はど

こですか？　その地方の出身者がいると、少しは有利

じゃないですか。
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�上海市内の人ということ？
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�男女の比率は？
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�日本でいうと富山みたいなんだ。
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�そう。だから富山は日本でいちばん女性の就労率

が高い。
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正社員は約１５０人。パートナー会社の技術者は
全員が出向契約という。
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�それは日立さんの社内事情でしょうから、さてお

として、御社における日本人技術者はゼロという話の

続きをお願いします。
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�ユーザーにプロジェクト管理をやってもらうのっ

て、米欧型の契約方式ですもんね。過日、ＮＴＴデー

タの浜口さん（友一氏、情報サービス産業協会会長）

がそんなこと言ってました。
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�行間を読め、みたいなことはないんでしょう？
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�なるほどね。
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�御社はメンタルケアの駆け込み寺じゃないでしょ

う。それは違うよ、ということにならない？
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�そういうもんですか。
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�洗脳ですか。言葉は悪いけど、そこまでやっても

らえれば湯本さんが親分みたいに思えても無理はない

な。そうすると、日本には湯本さんの子分があちこち

にいるんだ。
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�日本ではソフト業が「３Ｋ職場」なんて言われて

ます。鬱になってしまう技術者がいるでしょう？
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�業界じゃ自虐的に「９Ｋ」なんていってる人もい

ます。給料が安い、休暇が取れない、結婚できない、

子どもができない��。「Ｋ］で始まるマイナーな意

味の言葉を並べているわけですけど、わたしは根本は

経営者の問題だと考えている。「計画性がない」「き

ちんとしていない」「毅然としていない」の３Ｋ。加

えて従業員の質の劣化も甚だしい。実際、バブル期の

新卒者が課長や部長になり、崩壊後に生まれた人たち

がそろそろ社会に出てくる。円周率＝３の世代が会社

の中核になりつつある。
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�中国ではそういうことはないんですか？
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�日本人特有なんですかね？
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�反対に、なぜ中国人の技術者はメンタルな障碍を

抱えないの？　向上心、ハングリー精神、何でもアリ

の環境のせいなんですかね。
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�インターンシップみたいなんだ。
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�中国の技術者は自分本位で、ちょっといい給料の

会社があると簡単に移籍してしまう。一時期、日本で

はそう言われましたね？
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�昔の日本型。
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�ん？　それは��？
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�技術力はどうですか。日本の技術者と中国の技術

者の力の差というのはどんなものなんでしょう。
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�中国人技術者の中での差は？
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いずれ中国国内の需要を吸収してい
く体制づくりがカギ

華之櫻社の受付け。つい最近、1,000 平米を借
り増ししたばかりという。
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�ただね、プログラムを作る技術とプロジェクトを

まとめていく力とは違いますよね。プログラム作りの

ウエイトは、システム開発の３分の１ぐらいしかない

でしょう。上流工程の概要設計とか、もっと上流の

「何のためのシステムか」ということが、重みとして

いちばん大きい。
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�その点、日立の品質レベルは高いですから。1980

年代から「ソフトウェア・エンジニアリング・ワーク

ベンチ」でしたっけ、ＳＥＷＢを製品化していました

よね。当時から注目していたんですよ。
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�職人芸の時代でもあった。親亀・子亀のプログラ

ミング技法なんか。
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�技術者の沽券にかかわる？
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�オフショア開発の受注価格がさらに厳しくなる。

工学的なアプローチは欠かせないでしょう。
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�それは従業員の給与水準ということ？
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�自前で日本でも通用するソフト技術者を育てる？
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�日本語の習得はどうしているんですか？
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�ひょっとすると、いまの日本の若い人の言葉より、

当社の社員の日本語のほうがちゃんとしてるんじゃな

いですか。
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�いまの給与水準はどれくらい。
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�日本では優秀な技術者に仕事が集中して、資格試

験を受ける時間もないし、残業と休日出勤の連続なん

ていうことを聞いています。中国でも同じですか？
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�待遇というのは給与だけじゃないですよね。
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�話は変わりますが、この事務所が入っているのは、

いわゆるソフトウェア・パークですよね？　ハイテ

ク・センターというのかもしれないけれど。
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�そういう認定制度とか表彰制度は、韓国も取り入

れているんですね。日本はあまりそういうことをしま

せんが。お国柄なのかな、と思います。
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�優遇はするけれど、垂れ流しじゃないわけだ。出

て行くなら取り返すというのがすごい。
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�優遇税制とか賃貸料の免減は分かりやすいんです

が、技術の研究開発とかソフト製品作りへの支援策は

あるんですか？
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�いきなり訪ねてきたのに、いろいろ教えていただ

いて、楽しかったです。
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�今夜は奈良さんと一杯、ですか。奈良さん、飲み

過ぎないようにね。じゃ、このあたりで失礼します。

ありがとうございました。　　　　　　　　　　　�
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華之櫻社が入居する「天地軟件園」に入るには
ゲートのチェックを受ける。

「時間はかかるが、いい会社にするには自前で
人を育てるしかない」と湯本氏は言う。

天地軟件園には、空色に塗られた同じ形のオフ
ィスビルが建ち並ぶ。
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������（７月 26・27 日）
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初め、ＳＥＡ中国ＷＳのスケジュールを見たとき、上海

市と無錫市は漠然とだが位置が分かった。３番目の「張

家界」市だけはピンとこない。

上海・虹橋空港から真西へ約２時間。Ｗｉｋｉｐａｄｉａによ

ると、湖南省の北部に位置し、総面積は９,５１６�、人口

は１６１万人強という。 洞庭湖に注ぐ? 水が流れ、カルス

ト地形の奇観で有名�とある。面積も人口も日本の鹿

児島県と同じくらいだ。そうか、差し当たり高千穂の峰

と思いきや、１９９２年にユネスコの世界遺産に指定され、

映画「アバター」の風景のモデルといわれている。つま

るところ�世界の秘境�というわけだ。

�ここを一日歩きます。皆さん登山用の靴ですが、

佃さん、革靴で大丈夫かな。

と杉田義明氏に脅かされ、真剣に登山用に運動靴を買

うつもりになった。ところが無錫滞在中に入った情報で、

山頂近くまでロープウェーとバスで上れるという。

�行けるところまで行ってみますよ。しかし、自然

遺産の景色を眺めて、それがワークショップになるん

ですか？

これは全くの愚問だった。ある意味でそれこそがソフ

トウェア・ワークショップの�必須科目�だったのだ。
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８面に掲載した写真のように、天門山は山を重ね、雲

を貫いた先に聳えていた。標高は約 1,550m と数字の上

ではどうということもないが、頂上の台地だけが切り立

った断崖絶壁で、俗界から隔離されたかたちをしている。

このため 1982 年以後になって、初めてこの山中に集落

が発見された、という話もある。

市街のど真ん中から山頂近くまで、世界最長（約 7.5

㎞）のロープウェーで一気に上れるので、登山をしたの

は小一時間ほどだった。大きな低音の�まるで牛が鳴

いているような�蝉の声が聞こえる。飲料や食材を天

秤にした苦力が汗を滴らせて登って行く。「あと 800

ｍ」「あと 400」の声を掛け合う。

本当にきつかったのは、天門洞の 1,000 段を超える急

な階段だ。最初のうちはともかく、途中から乳酸が溜ま

っていくのが分かる。大腿筋がきしみ始める。20 段上

っては回復を待ち、一息入れて上る。前後に声をかけな

がら、見上げた先にぽっかり開いた洞を目指す。参加者

のうち上りきったのは 11 人だった。
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７月 22 日の上海フォーラムで、岸田孝一氏が「イン

マテリアルレイバー（Ｉｍｍａｔｅｒｉａｌ　Ｌａｂｏｒ）としてのソフ

トウェア開発」を紹介した。「無形労働」とか「非物質

的労働」と翻訳される。物質的なかたちよりも、内包さ

れている情報あるいは文化が重要であるような品物�

たとえば映像や音楽、ファッション、ソフトウェア、サ

ービス�を作り出す仕事のことだ。

そのとき重要になるのは、従来の工業社会の価値観で

はない。これまではいかに早く、安く、同じ品質で大量

の品物を作ることが価値を持った。ところがインマテリ

アルレイバーの社会では、利用者にとっての満足度が大

きなウエイトを占めるようになる。工場労働的な労働は

タイムカードで管理できたが、インマテリアルレイバー

は遊びの時間と仕事の時間が分離できない。

�例えば、東京から上海に行くとき、いろいろなル

ートがある。早くて安い飛行機という選択肢もあるし、

韓国経由で船で行く方法もある。早くて安い飛行機と

いうのは、工業社会的な選択肢ですよね。それはそれ

で否定しないけれど、その人にとって、あるいは皆に

とって、どういうルートで行ったら楽しいか、つまり

そこに到るプロセスを共有することがたいせつになっ

てくるんですよ。

岸田氏は言う。

同氏のプレゼンテーションは次号で紹介するとして、

なるほどツアー全員が一緒に同じ山に登ったからといっ

て何かが生産されるわけではない。だがプロセスを共有

すること、共有することの価値を確認することこそ、イ

ンマテリアルレイバーのキーではあるまいか、などとい

うことを考えた。　　　　　　　　　　　　　　　　�

����
��������

　ＳＥＡ中国ワークショップ（ＷＳ）のレポートはこれが３回目である。読者のなかには

「またかよ」と仰る向きもあるだろうが、お付き合いいただきたい。上海、無錫は会議室で

のレクチャーと意見交換だったが、今回はちょっと変わっている。張家界ＷＳは山登りしな

がらの苦行と洞窟の探検だった。何だ、要するに観光じゃないか、と言う莫れ。1000 段を

超える急階段を上りながら、とかくデジタル思考に陥ってしまう頭脳回路をアナログに切り

替え、ヒューマン・リレーションを養う道場と思っていただければいい。ソフトウェア作り

に必要なのはパソコンとインターネットじゃない、ということが、筋肉のきしみとともに染

みこんでくる。いい体験だった。
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夜の張家界空港。飛行機の乗降はタラップ方式
だ。到着した 24日は小雨模様だった。

ロープウェーを降りたら、その先には階段と登
山道しかない。さあ山登りだ。

　　　　　

上海市

張家界市

湖　南　省
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増満工将氏提供



ＩＴ記者会 Report　23 ／Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ／ 2010（Vol.8 No.7） （7）

鶏の足。ゼラチン質でコラ
ーゲンがたっぷり。

豚足もコラーゲンがたっぷ
り。それにしても大きい。

トウモロコシには違いない
が、もっちりしている。

黄龍洞の入り口まで続く回
廊。けっこうあるね。

張家界の料理店で食べた山鳥（たぶん雉）の唐辛子炒め。
両側に突き出た足が見えるかな？

牛肉の唐揚。マヨネーズは
聞いていたほど甘くない。

黄龍洞の最深部。何となく宇宙に開いた穴のようで、見
上げると吸い込まれるような錯覚がある。

洞窟の中でフラッシュなし
で撮った写真を再生した。

黄龍洞最大の地下ホール。ライトアップされた石筍
が立ち並ぶ。幻想的だが色がちょっと毒々しい。

ザリガニ。過日、汚れ落しの薬液による中毒症の報道が
あったばかりだが、我われはとりあえずセーフだった。

洞窟の中の周回路はきちん
と整備されていた。

野菜や肉の市場。どれも新
鮮で美味しそうだった。

水車のモニュメント。複雑
な組み合わせだ。

奥に聳える石筍には「如意棒」
の名が付いていた。

バイクで鶏とアヒルを運ぶ
人がいた。今夜の食材？　

長江の黒魚の丸揚げ。ちょ
っと泥臭かったのが残念。

黒魚とウドンを使った鍋風
スープ。これはまあまあ。

山梨と山桃がホテルの部屋
ごとに置いてあった。

果王（キウイ）のジュース。
辛味を抑えてくれる。

流れのほとりの四阿。屋根
の形がいかにも中国。

馬を連れた農夫がロープウ
ェーから見えた。

刈った草を背負子で運ぶ農
婦もいた。昔の日本だ。

トウモロコシのジュースを
初めて飲んだ。

野菜や果物は昔ながらの天
秤で重さを計って売る。

アルコール 56℃ という白
酒（バイチュウ）。　

27日の昼食で立ち寄った
ミャオ族の民族料理店。

張家界市場は川の上の橋が
店になっている。

ホテルからの景色。手前の
屋根に風情があるでしょ？

国際大酒店。４つ星のホテ
ルだが英語は通じなかった。

市場の下を流れる川で洗濯
もする。

エッ、これがシジミ？　手
の大きさと比べてみた。

張家界市場の中。衣料品か
ら雑貨までそろっている。

宿泊したホテルの通路。こ
れも中国風。

高山植物だと思うけど名前
が分からない。

張家界の料理店の厨房。奥
さんが鍋を振るっていた。

川の畔の料理店でツアー最後の夕食。山鳥も魚も生
きた食材を使う。

黄龍洞は出口までＬＥＤラ
イトが案内してくれる。

地下に流れる? 水河の水温
はいつも 16℃という。

薄昏の空に「山」の形がく
っきり浮かぶ。

道端でスイカやブドウを売
っていた。これも量り売り。
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全長約８㎞、世界最長のロ
ープウェー乗り場。

ロープウェーとバスがセッ
トのチケットを見せる。

チケットはプラスチックカ
ード。記念になる。

さあロープウェーに。
　　（撮影：吉村鐵太郎氏）

上空から眺めた張家界市街。人家の真上をロープウェー
というのは日本では考えられない。

ついに 1,066 段を上りきった。一行の最高齢・吉村氏（中
央、75歳）の粘り強さに感服。

ロープウェーは断崖絶壁をこの角度で上っていく。
支柱と支柱の間にあるのは雲だけ。

休憩所で民族衣装の人形の
キーホルダーを買い求めた。

ロープウェー乗り場は飾り
でにぎやか。

天門の昼食。ご飯に獅子唐
の辛いおかずが美味しい。

馬を連れた農夫がロープウ
ェーから見えた。

まさに天に通じる道。この
道を小型バスが行き交う。

ロープウェーは張家界市街中心部から一直線に急勾
配を上っていく。（撮影：吉村鐵太郎氏）

雲の奥に雲。仙界に迷い込
んだようだ。

ロープウェーのケーブルを
素足で上る曲芸もある

天門洞を複葉機でくぐった
人がいるという。

見上げれば天門洞が間近だ
が、ここからが長い。

雲を突き抜けるとまた山が聳え、その奥に天空。上
昇角度はほぼ 45度。
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ロープウェーの下にはこん
な花が一面に咲いていた。

向こうにぽっかり開いた天
門洞が見える。

急な階段の胸突き八丁。あ
と一息。

高131×奥行60×幅37ｍ
にわたって岩が崩落した。

歌劇「天山狐仙」の一場面
（ビデオから）

断崖に刻まれた鬼谷桟道。
これこそ天下の険だ。

この急な階段が延々と続く。
途中の休憩所から。

伝統柄のタペストリー。買
ってくればよかった。

階段は 999 段というが、い
ちばん下からだと 1,066 段。

谷の向こうに見える天空寺
にはリフトで行く。

ミャオ族の首飾りには朱の
服が似合う。

お土産のカラフルなタペス
トリーもあった。

石柱状の岩が切り立った崖
と台地を形成している。

階段の脇に野草が真っ赤な
実をつけていた。
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